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2017年11月5日

平成２９年度北海道地理学会秋季大会　エクスカーション 

江別における地形（防災）、地域産業の地域的特色を知る 

横山　光（教育学科） 

 

　　　江別市の市章　　　　　江別の木（ナナカマド）　　 



 46 

2017年11月5日

１．本日の行程 
①JR札幌駅北口前・出発(9:00)　 
②雁来大橋（野幌丘陵遠望）(通過)　 
③江別西IC付近の活断層地形(9:40)　STOP １  
④畠山煉瓦採粘土場(通過)　 
⑤文京台地区の活断層地形(10:20-35)　STOP ２  
⑥米澤煉瓦工場(通過) 
⑦野幌地区のブラリ歩き　(10:50-11:30)　STOP ３  
⑧ＥＢＲＩ（旧煉瓦工場／昼食場所）(11:40-12:40)　STOP ４  
⑨東野幌の地形（活断層・洪水）(通過) 
⑩上江別地区の排水機場(13:00)　STOP ５  
⑪江別河川防災ステーション(13:40-14:40)　STOP ６  
⑫美原地区（15:00） 
⑬JR札幌駅北口前・解散(16:00) 

STOP１

STOP４
STOP５

STOP６

STOP３

大麻駅

野幌駅

高砂駅

江別駅

石狩川

千歳川

図１　見学ルート図

STOP２
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２．江別市の地形・地質と活断層 
　江別市は、大きく分けて標高10ｍ以下の低地と、野幌丘陵と呼ばれる丘陵地で形成さ
れます。低地は石狩川、夕張川、千歳川、豊平川、厚別川などの河川による沖積平野で、　
河川性の砂礫のほか、泥炭からなります。野幌丘陵は、150万年前付近の砂礫を基底とし、
貝化石を含む堆積物、そして、11万年前の洞爺テフラが起源と考えられる火山性の粘土層、
さらに4万年前の支笏テフラが起源と考えられる火山灰及び粘土層、2～3万年前の古砂丘
堆積物からなります。野幌丘陵は活断層により隆起したと考えられており、今回のエクス
カーションでは、この活断層上にあると考えられる撓曲地形や、野幌丘陵の浸食地形、新
しい河川によりできた洪水堆積物による低地を見学します。 

STOP１「野幌丘陵断層地形その１」 
ここでは、野幌丘陵断層帯の西側の撓曲地形を観察します。大麻ひかり町から元江別

にかけて、直線的な段差のある地形が見られます。このような地形ができる原因として、
河川の浸食による河岸段丘地形、活断層による撓曲地形、人工的な改変による地形な
どが考えられます。そして、ここで見られる地形は、活断層による撓曲地形であると考
えられています。平成11年に行った地震波探査では、地下の構造が不明瞭な部分があり、
それが活断層の存在を示している可能性があると指摘されています。 

STOP２「文京台周辺の地形を観察する（バスから）」 
北翔大学から酪農学園大学まで、直線的な段差のある地形が見られます（別紙：江別

市周辺陰影起伏図）。産総研データベースでは、ここも活断層としていますが、平成11
年と12年の調査では、段の上に河川の礫層が分布しており、河川による段丘地形だと
考えられています。真相は？ 

STOP４と５の途中「野幌丘陵断層地形その２」 
ここでは、野幌丘陵断層帯の東側の撓曲地形を観察できます。野幌丘陵の背斜軸を挟

んで、STOP①とは反対側の地形を見ています。東側の地形は大麻側の地形と比較する
と、若干緩やかな傾斜であることに気付きます。平成11年度に行った地震波探査では、
大麻側とは異なり、明瞭な断層を示すデータは見つかっておりません。より深いところ
に活断層があるのか、非常に弱い断層線があるのかはわかっていません。 
［メモ］ ［メ［メ［メ［メ［メ［メ［メ［メ［メモ］ 

図２　北海道の活断層（産総研活断層データベース）
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図４　江別市の活断層と 
（断層線は産総研活断層デー
タベースによる）

図３　石狩平野の活断層と 
　　　褶曲軸の分布 
（断層線は産総研活断層デー
タベース、褶曲軸は土田1960
による）

馬
追
丘
陵

野
幌
丘
陵

当
別
山
地 背斜（盛り上がる地形）

向斜（たわんだ地形）
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３．江別市の洪水災害 
　江別市は、これまで数え切れないほどの洪水に見舞われてきました。今回のエクスカー
ションでは、洪水でできた地形と、治水対策について見学します。 

表　記録に残されている氾濫した主な洪水（出典，江別市HP） 

STOP５「上江別排水機場」 
この地点では、上江別排水機場と千歳川を観察します。江別市には計42本の河川が

あり、20箇所の排水機場が設置されています。これは、堤防の内側である市街地や農作
地が、融雪や大雨による水害にならないよう、河川へと堤防の内側の水（内水）を排
水する施設です。上江別地区は、過去の水害時には、河川が氾濫したのではなく、河川
へ内水が流れることができずに内水氾濫が起きました。堤防の内側と河川との標高差
がほとんどない平地では、河川が増水したときに、内水を強制的にくみ上げて排水す
ることで、内水氾濫を防ぐ必要があるのです。 

発生年月 要因 被害

明治31年9月 豪雨、石狩川流域大氾濫 死者112名、被害家屋186百戸、氾濫面積1,500km2 

明治37年7月 台風、石狩川流域降雨 氾濫面積1,300km2 

昭和7年８-９月 豪雨、石狩川・各支川溢
水、氾濫

江別市街1.5ｍ浸水、田畑4,123ha浸水

昭和8年5月 融雪・豪雨、石狩川・各支
川溢水、氾濫

江別地域の大半が被害を受ける

昭和18年4月 豪雨、幌向川氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失

昭和24年7月 集中豪雨、野津幌川氾濫 局所集中豪雨により道路の損壊、橋梁破壊、田畑浸水

昭和29年4月 融雪、旧豊平川排水氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失

昭和31年9月 豪雨､野津幌川氾濫 田畑冠水650ha

昭和32年9月 豪雨､排水・小河川氾濫 家屋及び田畑の浸水950ha、被害額45,000千円

昭和36年7月 石狩川、各支川溢水、氾濫 家屋及び田畑の浸水1,000戸、6,085ha。被害額
717,407千円

昭和37年8月 台風9・10号、石狩川・各
支川溢水・氾濫

家屋及び田畑の浸水1,135戸、6,861ha、罹災者
6,487人、被害額992,161千円

昭和40年9月 台風23・24号、石狩川・各
支川溢水・氾濫

家屋浸水、田畑浸冠水、台風23号120ha、24号
2,262ha

昭和50年8月 石狩川決壊溢水、各支川溢
水、内水湛水

床上259戸、田畑浸冠水906ha

昭和56年8月上旬 石狩川・各支川堤防決壊、
溢水、氾濫

全壊4戸、床上浸水440戸、田畑浸冠水5,509ha、被
害額5,653,816千円

昭和56年8月下旬 台風15号、内水湛水 床上浸水91戸、田畑浸冠水1,805ha、被害額659,845
千円
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STOP６「河川防災ステーション」※ミニ講演 

江別河川防災ステーションは、水防資機材の保管・備蓄をしており、災害時には水防
活動の拠点基地や避難場所として活用します。ただし、水害時には避難所としては使用
できません（どうしてかは、おわかりですよね？）。窓からは、過去の水害時の水位記
録を見ることができます。その他、防災用品の展示や川の学習コーナーが設置されてお
り、防災意識の啓発を行っています。 

水害に関する用語 
洪水（こうずい）：大雨や雪どけなどによって河川流量が 普段より増大したり、氾濫すること。 
氾濫（はんらん）：河川などの水があふれ広がること。 
溢水・越水（いっすい・えっすい）：川などの水があふれ出ること。堤防がないところでは「溢水」、

堤防のあるところでは「越水」を使う。 
浸水・冠水（しんすい・かんすい）：洪水による氾濫によって住宅や田畑が水につかること。住宅など

が水に浸かることを「浸水」、田畑や道路などが 水に浸ることを「冠水」という。 
湛水（たんすい）：洪水時に内水を排水できずに溜まってしまうこと。 
外水氾濫 ：河川の堤防から水が溢れ又は破堤して家屋や田畑が浸水すること。 
内水氾濫 ：堤防から水が溢れなくても、河川へ排水する川や下水路の排水能力の不足などが原因で、

降った雨を排水処理できなくて引き起こされる氾濫。 

図５　56水害の浸水範囲　色の濃い部分が外水氾濫（国土交通省北海道開発局）
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４．江別市の土地と産業 
　江別市の産業は､農業､窯業､そして製紙業が主産業です。農業は､小麦を中心とした畑作､
水稲､が主ですが､近年ではブロッコリーが全道で一番の出荷量となっています。窯業は､
煉瓦で有名で､明治24年から生産されている野幌レンガは現在でも全国生産量の20％以上
を占めています。製紙業は王子製紙が有名ですが､もとは明治41年に北海道初の製紙工場
として旧富士製紙江別工場を引き継いだものです。地ビールの「ノースアイランドビール」
は江別小麦ハルユタカを使用した銘柄もあり､数多くの賞を受賞している隠れた名産品で
す。 
　これらの産業は､当然土地のつくりと大きく関係しています。畑作地のほとんどが､洪水
堆積物で形成された肥沃な平地です。水稲も､昭和20年代に世界銀行の融資による泥炭地
開発事業を受けて発展したものです。レンガは野幌丘陵を形成する火山灰質の良質な粘土
によるもので､原料だけでなく､開墾による木材が炭の原料となったことや､日干しに必要
な広大な平坦面があったこと､原料の粘土を採掘しやすい地形など､複数の要因により発展
しました。 

STOP４　EBRI（旧肥田陶管工場） 
数少ない煉瓦造りの工場で､集合煙突やセラミックブロックを生産していました。

1997年に廃業しましたが､現在､市のアンテナショップとして保存・活用されています。

４．他にも気になる「江別」 
　今回のエクスカーションでは､十分に案内することができませんが､次のような視点で町
歩きをしてみると新しい魅力に気付くことができるでしょう。 
・縄文､続縄文期における､南北の交易拠点だった江別遺跡群 
・屯田兵が開墾した市街地と､今も残る兵村の跡 
・空襲も受けた戦時中の江別にあった木製戦闘機を作る拠点工場や空港 
・道産子おなじみの「北海子ども盆踊り」は江別で生まれた 
・etc. 

参考 
北海道（1999），平成11年度　当別断層に関する調査成果報告書 
北海道（2000），平成11年度　当別断層に関する調査成果報告書 
国立研究開発法人産業技術総合研究所，活断層データベース URL;https://gbank.gsj.jp/activefault/index_gmap.html 
土田定次郎（1960），石狩平野中部における新第三系の地質構造 
江別河川防災環境事業協同組合，排水機場設置場所一覧，URL; http://e-kasenbosai.jimdo.com 
江別市（2017），2017年度版江別市統計書 
NPO法人江別協働ねっとわーく（2017），江別まち検定 
江別市教育委員会（2012），江別ガイドブックシリーズⅠ 史跡が語る江別の歩み 
国土地理院（1942;1996)，５万分の１地形図「江別」 
国土交通省北海道開発局札幌開発建設部（2010）, 石狩川流域史（支川編） 
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